
5月15日、第11回古座川クリーンアッ

われました。イベントには町内外から

参加しました。（詳細は 4ページ）



1 第 2回臨時議会 I 

去
る

5
月
17
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

T
成
23
年
串
本
PIJ
議
会
第

2lnl臨
時
会
に

お
い
て
、
議
会
議
長
と
副
議
長
を
新
た
に
選
出
す
る
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

投
票
の
結
果
、
議
長
に
演
田
勝
裕
氏
が
、
副
議
長
に
は
椿
谷
勲
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。そ

の
後
、
各
委
員
会
委
貝
が
選
任
さ
れ
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
ド
記
の
通
り
決

定
し
ま
し
た
。

副
議
長
に
は
椿
谷
氏

～新しい議会構成～

潰直
川fこ

勝弯

裕旦

議

副

議

長つ
ば
き
だ
に

椿

谷

勲〗

議長に濱田氏を選出常任委員会
串本町議会には 3つの常任委員会が設刑されており、各委貝会の構成は、下記のとおりとなりました。

総務常任委員会（定数8人） ◎結城 力 0松下修巳 川端保森

庶務、財務、税務、教脊及び他の委貝会に属さない事柄 浪田勝裕 川勝 昇 村上 修

についての調壺や、議宋・陳情などの寄査を行います。 椿谷 勲 低爪利雄

厚生常任委員会（定数8人） c川勝 昇 0水11 界』ヽ 松ト・ 修巳

社会福祉、公衆衛生、国民健康保険、病院に関する調査 川端保存 結城 力 漆畑繁1+．

や、議粂．棟情などの審介を行います。 利 川 孝H）」 角 府範

産業建設常任委員会（定数8人） ◎和田良太 ot,YrJ 昇一 仲江孝丸

建設半業、水道半業、都市計両半業及び農林、水斤、観 村上 修 寺町 息 沼谷美次

光に関する調壺や議案・陳情などの審査を行います。 角 荊範 梅野光児

議会運営委員会（定数7人）
議会をl'J滑かつ効率的に運‘辟するため設憫されており、

議会の運営や会議規圃、議長の諮問などについて協議す

るとともに、議会の運背に関する議案や陳佑などの審令

を行います。

c結城

和田

橋爪

)J 

良太

和雄

〇梅野

水11

光児

崇

川勝

椿谷

昇

勲

（敬称略、 0は委貝長、 0は屈I)委員長）

松本
るき

流輝くん (2歳）瑚岬

「もうすぐ 3歳たね。これからも元気に大きく育つ

てね。」（父一匡さん）

※このコーナーヘ掲載を希望される方は、申請書テータ、写真テータを添付して企画財政課のアトレスまでメールで送付いた
だくか、企画財政課へ申詞害と写真テータを直接お持ちください。写真をお持ちいただいても構いません。
申請言は，町のホームページからダウンロードいただくか、企画財政課で配布しています。
【対象年酌］ 3歳児まで（掲載希望が多い場合は、抽選とさサていただきます。）投稿有効期間 3ヶ月。

お問い合わせは企画財政課まで な 073562 0556 メールアドレス kikakuzais巳＠town.kushimoto.wakayama.10
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川口
そうえい

蒼瑛くん (2歳）出雲

「お友達を大事に出来る 1憂しい子に育つてね！」

（母 加名子さん）
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・古座｝1|クリーンアップ大作戦

／駅前看板改修に協力

•串本町民の森植樹祭
・駐日トルコ大使、武官串本町訪問／交通安全大会

•町長宮古市訪問
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／地震がおきたらすぐの避難を心がけましょう
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1 串本町の人口と世帯 I 

0人口•…••78,778 人

0世帯数…… 9,155世 帯

【男性．．． 8,770人・女性・・・ l0,008人】

【平成23年 4月28日現在】
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1 まちのわたい I 

重畳山からの景観と植樹祭に参加したキノピー

-ぺ？か-• -

児童が学校で育てた苗木の竹ポット一つ一つに児

童たちによるメッセージが書かれていました

5
月
22
日
に
田
辺
巾
で
開
催
さ
れ
た

第
62
回
全
国
植
樹
祭
の
機
運
の
向
上
と
、

和
歌
山
県
全
体
が
県
民
の
参
加
と
協
力

に
よ
る
仕
民
か
憩
え
る
森
づ
く
り
の
ス

テ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
に
と
、

4
月

28n

に
重
畳
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
串

本
町
民
の
森
植
樹
祭
が
れ
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の

nの
植
樹
祭
に
は
、
古
座
小
学

校
児
童
57
名
、
橋
杭
小
学
校
児
童
14
名、

一
般
参
加
名
22
名
が
参
加
。

ま
ず
開
会
式
が
行
わ
れ
、
記
念
植
樹

と
し
て

FR嶋
町
長
と
東
牟
奥
振
興
局
長
、

古
座
小
6
年
西
都
生
く
ん
の

3
名
に
よ

り
町
の
木
で
も
あ
る
キ
ン
カ
ン
の
＂
田
木

が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
り
キ
ン
カ
ン
、

ウ
バ
メ
ガ
シ
、
ツ
バ
キ
な
ど
の
苗
木
ー

2

5
本
の
ほ
か
、
児
苗
た
ち
が
学
校
で
育

て
た
竹
ポ
ッ
ト
に
人
っ
た
ア
ラ
カ
シ
、
ウ

バ
メ
ガ
シ
の
サ
tD
水
が
柏
え
ら
れ
ま
し
た
。

田
嶋
町
長
は
「
菫
昂
旦
山
は
串
本
町
指
折

り
の
景
勝
地
で
あ
り
、
占
座
ミ
ニ
ク
ラ
プ

の
方
々
が
こ
の
地
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
整

備
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
こ
う
し
て
植
樹

祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
植
樹
を

す
る
こ
と
で
木
の
温
も
り
や
、
大
切
さ
が

皆
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば
と
W
心
い
ま
す
。
」
と

話
し
ま
し
た
。

古
廂
ミ
ニ
ク
ラ
プ
は
、
地
几
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

芝
を
張
る
な
ど
、
重
畳
川
公
固
を
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

記
念
植
樹
を
行
っ
た
内
都
生
く
ん
は

「
木
を
植
え
る
の
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、

大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
話
し
、
阿
小

6
年
の
和
田
竜
矢
く
ん
は
「
無
事
に
育
っ

て
ほ
し
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

に苗木を植樹しました。

全
国
植
樹
祭
と
は
、
霊
か
な
国
士
の
早
盤

で
あ
る
森
林
・
緑
に
対
す
る
国
民
的
理
解
を

深
め
る
た
め
、
毎
年
春
季
に
天
皇
室
后
両
陛

下
ご
臨
席
の
も
と
に
行
う
国
上
緑
化
運
動
の

行
事
で
す
。

第

62回
全
国
植
樹
祭
に
係
る
地
域
植
樹

「
串
本
町
民
の
森
」
植
樹
祭

す
ば
ら
し
い
景
色
の
中
、

木
の
温
も
り
に
触
れ
る
。

児蘊の植樹を手伝う田鴻町長（写真上）

キノピーは大人気。植樹を終えた児童

たちに取り固まれていました（写真左）

1 まちのわたい I 

- - でr--..̀•-“'、昼食ではタチウオのみりん干しやイカの一夜

干し、ササ了など海の幸が振舞われました。

（写真上）

拾ったゴミを運ぶ参加者（写真左）

ぶー逼辺―恩
iヽぃヽ

改修された駅前の看板

（写真上）

トルコと日本の友好を

示すマーク

（写真左）

5

月
1
5日
、
カ
ヌ
—
で
古
座
川
の
景
観
を
楽
し
み
な
が

ら
流
域
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う
古
座
川
ク
リ
—
ン
ア
ッ
プ
大

作
戦
（
南
紀
わ
か
や
ま
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
座
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

新
緑
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ゴ
ミ
拾
い

l
 

岩

l

枚

ll
 

の麟

l

-l 
タ

l

ス

ll
 

今
年
で
第
11
回
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン

l

ト
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
80
名
の
参
加
者

ll
 

l
 

か
集
ま
り
ま
し
た
。

l
 

こ
の

nは
新
緑
が
美
し
い
娯
色
の
中
、

絶
好
の
川
ド
り

n和
と
な
り
、
古
座
川
I
Q
J
i

り
枚
岩
か
ら
ぽ
た
ん
川
ま
で
の
行
秤
約

i

13km
を
約
5
時
間
か
け
て
ド
り
ま
し
た
。

i

町
内
か
ら
参
加
さ
れ
た
福
田
玲
子
さ
ん

l

は
「
気
持
ち
よ
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

ll
 

環
埼
で
ゴ
ミ
拾
い
が
出
来
て
楽
し
い
で
す
。

ll
 

少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
参
加

し
ま
し
た
。
」
と
話
し
、
ま
た
和
歌
川
市

l
 

か
ら
参
加
の
汀
川
亜
早
子
さ
ん
は
「
拾
っ

i

た
ゴ
ミ
は
占
く
て
新
し
い
も
の
は
無
か
っ

i

た
で
す
。
ご
み
を
捨
て
る
人
が
減
っ
て
い

i

る
の
か
な
と
息
い
ま
す
。
今

lnl初
め
て
参

l

加
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
が
続

ll
 

l
 

く
限
り
、
参
加
し
た
い
で
す
。
」
と
話
し

l
 

て
い
ま
し
た
。

河
原
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
や
コ
ン

i

テ
ナ
な
ど
が
落
ち
て
お
り
、
こ
の
日
は
、

i

軽
ダ
ン
プ
2
{
1
1
分
の
ゴ
ミ
が

lnl収
さ
れ
ま

i

し
た
。

l

白
串
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

串
本
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
坂
井
人
士

会
長
）
よ
り
、

J
R

串
本
駅
前
の
ゲ
ー
ト

状
看
板
の
改
修
費
用

の
．
部
を
寄
付
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、

そ
の
贈
星
式
が
5
月

IInに
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

改
修
さ
れ
た
石
板
は
高
さ
5
メ
ー
ト
ル
、
輻
13.

3
メ
ー
ト
ル
で
、
看
板
に
は
「
ト
ル
コ
友
好
の
町
」

の
文
字
の
ほ
か
、
ト
ル
コ
と

H
本
の
国
旗
や
両
同
の

友
好
を
示
す
マ
ー
ク
が
新
た
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ー`Jifr-
-9 

]、；
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A
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`
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し

J
‘

•9 

駅
前
の
看
板
改
修
に
協
力

坂井会長より田鴫町長へ寄付金

が手渡されました

¥
'
 

-5} 
9
¥
 

広報くしもと 2011.6 広報くしもと 2011.6 94) 



まちのわだい 1 

l 9 E 

支援物資とともに送られた串本
民からのメッセージが市役所に貼
られていました 津波で甚大な被害を受けた田老地区を視察する田鳴町長

田
嶋
町
長
宮
古
市
訪
問

最
南
端
か
ら
最
東
端
へ
。

宮
古
市
支
援
と
防
災
体
制
の
見
直
し

まちのわたい 1 

日本トルコ文化協会が発刊した両国の交流を漫画

にした「絆j を手に「子どもたちにエピソードを

伝える素噴らしい方法。」と話すビルギチ大使。

大島小児童によりオラル武官の前で追悼歌が歌

われました

正
ヒルギチ大使から感謝状を受け取る濱口

主幹

駐

B
ト
ル
コ
人
使
と
武
官
夫
妻
が

5

月
10
日
に
串
本
町
を
訪
れ
、
樫
野
の
慰

霊
碑
に
て
献
花
を
れ
い
ま
し
た
。

来
町
さ
れ
た
の
は
、

4
月
に
着
什
さ

れ
た
ア
プ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
・
ビ
ル
ギ

チ
大
使
と
大
使
館
着
什
9
ヶ
月
の
エ
ル

カ
ン
・
オ
ラ
ル
洵
軍
大
佐
と
デ
ニ
ズ
・

メ
デ
ィ
ネ
・
オ
ラ
ル
夫
人
。

当
日
の
雨
と
濃
霧
の
影
害
で
飛
行
機

が
予
定
し
て
い
た
白
浜
空
湛
に
蹄
り
ら

れ
ず
関
西
同
際
空
湛
へ
の
着
陸
と
な
り
、

ビ
ル
ギ
チ
大
使
の
来
町
が
遅
れ
た
た
め
、

献
花
式
は
、
前

nか
ら
来

IQJ
し
て
い
た
オ
ラ
ル
武
官

夫
友
が
田
嶋
町
長
、
町
議

会
議
員
、
樫
野
区
民
ら
に
迎
え
ら
れ
、

先
に
献
花
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
島
小
学
校
に
場
所
を
移
し
、
児
童

53

人
に
よ
り
エ
号
釆
組
員
へ
の
追
悼
歌
か

披
露
さ
れ
、
オ
ラ
ル
武
官
夫
麦
か
ら
児

章
へ
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ビ
ル
ギ
チ
人
使
が
樫
野
に
到

着
し
、
慰
霊
碑
に
献
化
し
た
後
、
オ
ラ

ル
武
官
と
と
も
に
、
ト
ル
コ
記
念
館
を

兄
学
し
ま
し
た
。

駐
日
ト
ル
コ
大
使
・
武
官
が
来
町

今
ま
で
焙
っ
た
友
好
関
係
の
促
進
に
努
め
る

Bl 
ビ
ル
ギ
チ
人

使
は
「
私
た
ち

の
文
化
で
は
、

雨
と
い
う
の
は

幸
を
も
た
ら
す

も
の
。
串
本
に

初
め
て
油
れ
た

こ
の

H
に
雨
が

降
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
息

い
ま
す
。
こ
の
出
本
は
日
本
と
ト
ル

コ
の
友
好
の
始
ま
り
の
地
。
こ
れ
ま

で
培
っ
た
友
川
関
係
の
促
進
に
努
JJ

し
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

28
年
間
に
わ
た
り
町
の
国

際
交
流
を
担
当
し
た
職
員
、
濱

n自

生
、
十
幹
に
、
ト
ル
コ
と
串
本
町
の
友

好
関
係
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
た
と

し
て
ビ
ル
ギ
チ
大
使
よ
り
感
湖
状
か

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

4
月

2
6
H
に
田
嶋
町
長
、

演
田

町
議
会
総
務
委
員
長
、
町
職
員
2

名
が
本
州
四
端
協
議
会
に
て
災
害

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
こ
の
度
の

東
H
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手

県
宮
古
市
を
油
間
し
ま
し
た
。

平
成

23
年
5
月

11n現
在
宮
古

市
の
哀
災
に
よ
る
被
告
は
死
者
1

1
1
人
、
行

h
不
明
者
3
5
5
人

で
あ
り
、
今
も
な
お
、

1
9
4
6

人
の

h
々
が
避
難
所
生
活
を
送
ら

れ
て
い
ま
す
。

宮
古
市
役
所
で
は
、
田
餡
町
長

が
串
本
町
民
か
ら
の
義
援
金
の

H

録
を
山
本
正
徳
市
長
へ
手
渡
し
、

川
本
市
長
か
ら
は
「
串
本
町
民
の

皆
様
に
は
、
白
米
な
ど
の
物
責
支

援
を
含
め
、
心
か
ら
愁
謝
申
し
上

げ
た
い
。
」
と
中
本
PIJ
民
へ
の
お

-
1

口
莱
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

現
地
の
津
波
被
害
の
状
況
を
視

察
し
た
田
嶋
PIJ
長
は
帰
国
後
の
報

告
会
兄
で
「
炭
災
か
ら

1
カ
月
以

|
経
過
し
て
い
た
が
、
愕
然
と
す
る

光
景
だ
っ
た
。
自
分
の
足
で
歩
き
、

見
る
こ
と
の
軍
要
性
と
意
義
を
痛
感

し
た
。
」
と
現
地
で
受
け
た
衝
撃
を

語
り
、
ま
た
「
津
波
か
来
た
ら
ま
ず

高
台
へ
逃
げ
る
半
の
必
要
性
を
改
め

て
感
じ
た
。
町
の
防
災
計
圃
を
早
急

に
見
直
し
、
避
難
路
や
遥
難
所
の
整

備
を
急
ぎ
た
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

現
在
町
で
は
、
防
災
の
専
門
家
を

顧
間
に
招
き
、
諜
を
超
え
た
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
設
置
を
進
め
て
お
り
、

ま
た
今
後
の
宮
古
市
へ
の
今
後
の
文

援
に
つ
い
て
は
、
「
物
汽
に
つ
い
て

は
充
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

今
後
職
貝
派
遣
に
つ
い
て
保
健
師
な

ど
の
が
門
職
の
派
遣
要
請
を
想
定
し

準
備
を
進
め
た
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

., 
-. 
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献花式典を行ったオラル
武官夫妻
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月
11
日
か
ら

2
0
H
に
か
け
て
春
の
全
国
交
通
安

i
 

l
 

i

仝
運
動
か
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

i

串
本
町
で
は

11
日
に
ぶ
中
本
刷
交
通
安
全
人
会
」

l

が
閲
か
れ
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
漫
画
家
で
、
現

h

l

テ
レ
ビ
和
歌
山
の
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
の

・
マ
エ
オ
カ
テ
ツ
ヤ
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
交
通
安
全
講

i
 ・

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

i
 

i
 

i

マ
エ
オ
カ
さ
ん
は
「
中
故
は
（
加
害
者
・
被
害
行
）
お

i

り
い
の
人
生
に
影
を
落
と
し
ま
す
。
人
生
楽
し
く
過
ご

l

す
た
め
に
も
お
互
い
が
礼
意
し
て
い
れ
ば
防
げ
る
こ

l

と
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し
、
串
本
警
察
署
交
通

・
課
の
中
村
課
長
は
「
・
父
遥
事
故
の
危
機
か
ら
逃
れ
る

i
 ．

に
は
、
安
仝
確
認
の
徹
底
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
思

i
 

i
 

i

い
ま
す
。
」
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

串本町民からの器援金の目録を山本市長

ヘ届けました。

――` —̀——`——•- - o- - • - - • - - •——`——`——` —̀——•- - c- -•- - • - - • - -•――`――`――`――`――`――•一ー•一ー•一ー•一一ゞ一― ‘――`――`――` —̀——`——• 一

4月15日までに集まった復興への町民の思いが込められた義援金を、山本正徳宮古市長に届けました。

一宮古市への災害義援金一 ・デ=二ロ 義
17,671,677円（平成23年 4月15日締切分）

●● 9ヽ9•99’” ” 援

内訳）・義援？品評誓晶饗品温？ こ 二ニ· · · ィ ・ ］ 〗
•町議会、町職員 1,9B7,500円 芝笠：••口 t

—~_ -また義援金の残り平額 15,684,176円につきましても、 5月1211に ....＝て．．，ー

日本赤十字社へ送金いたしました。

丑`臼尺塁：しし五巴墨t旦賢：；旦芥し〗 霊亨[
義援金についてのお問い合わせは企画財政課 fl 0735-62-0556まで 「丑で逗~ ・-@ 互

----コ“---------------------コ----------·~-~-」
＼
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広報くしもと 2011.6

参加者に対して、事故に

対する思いを話すマエオ

力さん（左）

交
通
安
全
大
会

広報くしもと 2011.6

安
全
確
認
の
徹
底
を
。

印
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県道潮岬周遊線（黒潮大橋）通行止めのお知らせ

補修工事のため、下記日程のあいだ「県道潮岬周

遊線黒潮大襦」について、終日通行止めを行い

ます。

工事期間中は、地冗沿道の皆さま及び通行される

方々には何かとこ迷惑、こ不便をお掛けしますが、

工事中は生活環境の保全並びに安全確保に努めると

ともに早期完成を目指し、努力いたしますので、何

卒こ協力くださいよすようお願い申し上げます。

／ 

Ifl 谷

代ロ

真建

弓太

串須

本汀

閻 本

/---‘‘ 

薮鬼

頭

結佑

楓弥

山串

u 
県本

芝

崎

良

太

田

原

〖
下
骰
美
泳
す
さ
み
町

嬉

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

※広報への担栽を希望されない方は、 1』出の界に窓口 にお巾し出ください。

(4月受付分敬祢略）

〈
出
生
児
氏
名
〉

平
松

町i

)

 

し

4

9

西

谷

伊

織
e
の

ん

柿

本

要

望

売

ゅ

う

な

演
口

侑

那

晃

南

地

的

関

東

崎

ぶ

「

政

り
，
う
た
ろ
う

長

井

涼

太

郎

ま

な

と

愛

斗

隅

一丑
jJ 

生

打

口

二

潮

岬

和

深

串

本

串

本

串

本

百ナ

巳貴人英ム
n

、
1

真
次
郎

高

富

竜

介

串

本

〈
届
出
人
〉

〈
地
区
〉

下山林沖大岡西岩中村尾岡藤前杖 演 岡西中松大沼青

井野村田 崎 峰田代 崎 本 地 坂 U 田村村 原 谷野木

省敦伴 宜 一茂悦あ沙ま昭 初 和 シ 行 芙敏 美 千た
ささ ゲ徹代彪代妙津つ

吾子恵携恵野子み子み吾彦代ミ利 子也 子 子ゑ

80 66 98 87 94 94 62 90 80 91 81 91 66 83 82 87 90 64 80 88 82 67 95 

串 神西江田串占二大潮串串串淵潮出串潮串田潮串田
野

本川向 田原本座色島岬本本本岬岬芸本岬本子岬本井

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

■津波の危険を感じたら、ます避難

強い地震（震度4程度以上）を惑じたとき、または弱い地震でも長い問ゆっくりとした揺れ

を惑じたときは、直ちに海岸から賄れ、高台等安全な所に避難しましょう。

■情報を待っていては、逃げ遅れます

テレビ・ラジオ等の情親を待っていると避難に間に合わないことがあるので、ます安全な所

に避難してから情報確認するように心がけましょう。

■津波は繰り返し来製します

津波は繰り返し来襲するので、津波警報・注意報が解

除されるまでは疸難した所にとどまりましょう。

通行止め期間：平成23年 5月30日～平成23年 6月30日
※工事完了しだい解除します。

交通規制：終日 (24時問）

～地震がおきたら、すぐの避難を心がけましょう～

■津波は引き潮から始まるとは限りません。

津波の前に引き潮があるとは限らないので、津波が来

るかどうかの確認を寸るために海岸に出ることはやめて、

直ちに避難しましょう。

-... 

―--‘ /／乏イー

ーこの工事に関するお問い合わせ先一

和歌山県東牟婁振興局串本建設部工務課（合 0735-62-0755) 一串本町役場 総務課 防災対策室一

＼
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保健センターだより 保健センター6月の行事予定は次のとおりです。

【乳幼児関係】
乳幼児健診

実施日

6月 2日（木）

6月 9日（木）

肉容

73:00-73:30 1歳 6ヵ月児及び

6月23口（木）冒□喜□ロニ
時間

※予防核種の会場は保健センター 2陛です。

※二種混合の f防接種対象は 7 袋 6 ヵ月よi~のガです。（二種混
合1期初回は20~56Uの間隔で3回接杜します。）

※MR（麻しん・風しん況合）の桜種対象は 1期・・ 1氣児
c6月の II本脳炎予防接柚の対象は、平成19年4月21|～平成

20年4月IU生まれのhとなります、

◎6月の II本脳炎予防接祉追加の対象は、平成18年4月2ll~ 
‘|’成19年4月1H生まれの力となります。

各種教室

日時

6月24日（金）
13:30~ 

内容

離乳食教室 (4-7ヵ月児と保護者）

場所文化センター調理室

乳幼児予防接種

実施日 時間 内 容

6月 1日（水） 13 10-13 40 已本脳炎 1期追如

6月 6已（月） 12 40-13'10 已本脳炎初回

6月7□（火） 13 10-13 40 二種混合 1期初回

6月l3口（月） l 3. ] 0 ~ 1 3. 40 口本脳炎初匝

6月16日（木） 13 10-13 40 已本脳炎初回

6月20口（月） lE 40~13 lo 口本脳炎初回

6月21日（火） 13. 10-13,40 MRl期（麻しん風しん混合）

6月2E日（水） 1240-1310 日本脳炎初回

6月23日（木） 13 00-13 30 BCG 

6月28日（火） 12 40-13'10 已本脳炎初回

り

吏施日 受付時間 特定 芦 大腸 胸部 子宮 乳房 混 所

6月 l日（水） 13:00~13·50 ． ． 古座あさかぜ菌

6月3日（金） 13:00~13·50 ． ． 串本町武道館

6月5日(El) 7 : 3 0 ~ 9’3 0 ． ． ． ． 潮岬中学校体育館

6月8日（水） 13:00-13:50 ． ． 串本町武道館

6月lO日（金） 13:00~13,50 ． ． 潮岬公民館

6月12日（日） 7:30~10:00 ． ． ． ． 保健センター

6月15日（水） 13:00~14'00 ． ． ． 田原山村交流センター

6月17日（金） 13:00~ 13'50 ． ． 保健センター

6月19日(El) 7 : 3 0 ~ l o • o o ． ． ． ． ． ． 古座分庁舎

7:30~ 9 30 ． ． ． ． ． IEl和深中学校

6月26日（日）
lo:00~10 10 ． ． 安指区臣会館前

l o : 2 0 ~ 1 0. 3 0 ． ． 田子ガード下

10:40-10.50 ． ． 江田1日国道

6月29日（水） 7:30-9.30 ． ． ． あらふね海水浴場付班

7月3日（日） 7.30-9:30 ． ． ． ． 大島総合開発センター

7月24日（日） 7:30~10:00 ． ． ． ． 保健センター

~I世特酒蛮jj,災5無料：~厖翁：お知器距
●●---g --•一匹

●
検
診
内
容

子
宮
頸
か
ん
検
診

乳
か
ん
検
診

串
本
町
て
は
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

に
対
し
て
、
か
ん
の
早
期
発
見
と
正
し
い

健
康
意
謀
の
普
及
・
幣
発
に
よ
リ
健
康
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
定

の
年
齢
の
方
を
対
象
に
「
女
性
特
有
の
か

ん
無
料
検
診
」
を
実
施
し
ま
す
。

※
対
象
と
な
っ
に
方
全
呂
に
、
子
宮
・
乳

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
が
ん
検
骸

手
帳
を
ご
自
宅
に
お
届
け
し
ま
す
。

クーポン券とがん検診手帳

子宮頸がん検診

●
対
象
者

平
成

23
年
4
月

20m現
在
串
本
町
に
住

民
票
を
有
寸
る
女
性
で
右
表
の
生
年
月
ヨ

の
方

●その他

対象にあてはまる方全邑に、かん

検診無料クーポン券と検診手眼を送

付します。検診の受診方法等、詳細

な内容についてもこ案内します。

この機会に是非クーポン券を使用

して、かん検診を受診してくたさい。

年齢 生年月日

20歳 平成 2(1990)年 4月 2日～平成3(1991)年 4月 1日

25歳 昭和60(1985)年 4月 2日～BB和61(1986)年 4月 l日

30歳 昭和55(1980)年 4月 2日～昭和56(1981)年 4月 lEl 

35歳 昭和50(1975)年 4月 2日～B召和51(1976)年 4月 lEl 

40歳 昭和45(7970)年 4月 2日～昭和46(7971)年 4月 lEl 

※健診等についてのお申し込み•お問い合わせは、

保健センター（合 0735 62 6206)まで。

【成人関係】

6・7月分検診日程

●印は受けられる検診を表しています。

※特定健診につきましては、健診当Elにおいて串本町民てあり、かつ平成23年4月IEl現在串本町
国民促康保険に加入している40~74歳の方か対象となります。特定性診受診の際には、串本町国

民侶衷保険証をご持答くださいc

※申し込みをされていない方ても当El会場にお趣しいただければ受診てきます。
（但し、特定性診 言かん検診は前El(J)夜 9時以降絶食、大腸かん検診［古検診専用容器か必要な

のてその場ては出来ません）

健康相談

実施日

6月2日（木）

受付時闘 会

9:30-10:30 潮岬公戻館

6月3日（金）
9:00-10:00 須江健康管理センター

10:30-l l :30 樫野集会所

6月6日（月）
9:00-10:00 安指区民会館

10:30-11 :30 田子区民会館

6月13日（月） 13:00-14:30 保健センター2階

6月E2日（水）
l3:00~14:00 佐部集会所

14:30-15:30 上田原生活改善センター

※誰てもお気軽に会場へお越しくださいc

（血圧測定や健康についての相談を受けております）

場

歯周疾患検診について

平成23年 4月 1日～平成24

年 3月31日までの間で40歳・

50歳 60歳 •70歳になる方は今

年度無料にて検診が受けられ

ます。

対象者の方には個別通知い

たしまg。

受診期間

6月1日（水）～

12月22日（木）

献血

6月：二K）I 10：二。I自衛隊会

場

乳がん検診

年齢 生年月日

40歳 昭和45(1970)年 4月 2日～昭和46(1971)年 4月 lEl 

45歳 昭租40(1965)年 4月 2日～昭和41(1966)年 4月 lEl 

50歳 昭和35(1960)年 4月 2日～昭和36(1961)年 4月 lE3 

55歳 昭和30(1955)年 4月 2日～昭和31(1956)年 4月 1日

60歳 昭和25(1950)年 4月 2日～昭和26(1951)年 4月 l日

（年齢写準．平成22年 4月 2日～平成23年 4月 l日）

変更前 変更後
自己負担金額 自己負担釜額

胃がん検診 l, 300円 l. 200円

大腸かん検診 500円 500円

肺がん検診
レントゲン撮影 200円 200円

喀痰検査 500円 500円

子宮がん検診
頸部 800 Pl l. 200円

頸部＋1本部 l, 300円 l. 800円

乳がん検診
l方向 800円 800円

2方向 l, 000円 l, l 00円

平
成

23年
度
診
療
報
酬
の
改
正
に

伴
い
、
医
療
椴
関
て
受
診
百
る
個
別

か
ん
検
診
自
己
負
担
金
額
か
一
蔀
変

更
に
な
リ
ま
し
亡
。
変
更
金
額
に
つ

い
て
は
左
記
の
と
お
り
て
サ
。

お
申
し
込
み
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

こ
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
芍
が
、
こ
理

解
の
ほ
と
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
集
団
・
総
合
が
ん
検
診
に
つ

い
て
の
自
己
負
担
金
額
の
変
更
は
ご

さ
い
ま
せ
ん
の
て
受
診
方
法
等
変
更

が
あ
り
ま
し
忙
ら
串
本
町
保
健
ビ
ン

タ
ー
ま
て
ご
達
絡
く
に
さ
い
。

⑭広報くしもと 2011.6 広報くしもと 2011.6 ふ_
ー
～
~
’
~
 



一
串
本
町
で
は
、
高
笠
学
校
等
（
高
等

学
校
、
．
紬
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学

校
邸
等
部
、
巾
等
教
育
学
校
の
後
期
課

秤
、
専
修
学
校
の
邸
等
課
程
）
の
生
徒

を
対
象
に
、
奨
学
金
を
給
付
す
る
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
平
成

23
年
度
奨
学
生
を
＂
昴
集
し
ま
す
。

て
募
集
期
間

平
成
23
年
6
月
1
0
日
（
金
）

I

平
成
23
年
6
月

5
n
（令）

了
奨
学
生
の
資
格

①
奨
学
生
の

4
計
を
維
持
す
る
者
が
、

串
本
町
に
仕
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
住
民
税
が
非
課
税
と
な
る
匪
骨
で

大
喪
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
は

役
場
産
業
振
興
課
に
持
参
し
て
、
本
人

が
匝
按
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話

に
よ
る
お
申
し
込
み
は
受
付
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
履
歴
内
及
び
完
納
証
明
に
関
し
て
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
産
業
振
興
課

60735

—

62_0557 

人
事
院
で
は
国
家
公
務
員
採
用

m種

試
験
（
税
務
）
を

f
定
し
て
い
ま
す
。

マ
受
験
資
格

平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年

4
月

1
H
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
申
込
受
付
期
間

平
成
23
年
6
月
2
1
日
（
火
）

I

平
成
23
年
6
月

28n
（火）

※
郵
送
の
場
合
6
月

28nま
で
の
通
信

n付
印
有
効

烹
第
1
次
試
験

平
成
23
年
9
月
1
日

(n)

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

大
阪
国
税
局
人
＊
第
一
一
課
試
験
係

6
0
6
|
6
9
1
1
|
5
3
3
l
 

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
別
な
事
佑
に

よ
り
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。

了
奨
学
金
の
額

月
額
5
千
円

▼
支
給
期
間

平
成
23
年
4
月
分
か
ら

平
成
2
1
年
3
月
分
ま
で
の

1
年
間

▼
提
出
書
類

ー
・
奨
学
生
願
吉

2
．
什
民
税
井
課
税
証
明
書

3
．
民
生
委
員
の
泣
見
吉
（
課
税
恨

帝
で
あ
る
が
、
特
別
な
事
情
で
申
請
す

る
場
合
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
）

必
要
卦
類
は
希
望
者
に
配
布
し
ま
す

の
で
、
串
本
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
先
•
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
教
育
委
且
会
学
校
教
脊
課

〒
6
4
9

—

4
1
9
2

新
宮
税
務
署
総
務
課

60735_22

—

5261 

同
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
叉＼
w
w
w
.nta
.g
o
.Jp

圏

ぉ
知
ら
せ

眉

和
歌
山
県
美
術
家
協
会
展
が
串
本
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の

で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼

期

間

平
成
23
年
6
月
1
日
（
水
）

1

平
成
23
年
6
月
5
H
(
H
)

T
前
1
0
時
ー
午
後
5
時

て

場

所

串

本

PIJ
立
体
育
館

▼
内
容
汗
画
、
日
本
画
、
占
、
写

真
、
丁
必
、
彫
塑
の
選
抜
作
品
の
辰
―
•
小

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
4
涯
学
習
諜

60735

—

62

—

0006 

（
化
通
）

串
本
町
西
向
3
5
9
番
地

串
本
町
役
場
古
沖
分
庁
舎
2
F

60735

—

72

—

0017 

（＇皿通）

田
原
海
水
浴
場
監
視
員
を
次
の
と
お

り
券
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

2
名

▼
業
務
内
容

田
原
洵
水
浴
場
監
視
員
業
務
及
び
清

掃
業
務

▼
雇
用
期
間
（
予
定
）

平
成
23
年
7
月
1
日
（
金
）

1

平
成
23
年
8
月

3
1
H
（水）

了
勤
務
時
間

午
前
1
0
時
ー
午
後
5
時
ま
で

▼

賃

金

月

額

17
万
5
千
日

▼
応
募
資
格

所
得
税
の
軽
減
•
免
除
が
受
け
ら
れ
、
字
社
や
中
央
共
阿
募
金
会
等
へ
の
義
援

税
務
署
で
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
所
得
金
も
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
控

税
が
還
付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

5
f円
以
上
の

そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
令
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

予
や
還
付
、
廃
車
と
な
っ
た
自
動
車
巫
詳
し
く
は
、
総
務
省
束

H
本
大
震
災

鼠
税
の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
関
連
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
院
く
だ

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
さ
い
。

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
同
税
庁
ホ
ー
▼
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
屁
く
だ
さ
い
。

http
叉＼
w
w
w
.s
o
u
m
.g
o
.jp

ま
た
地
力
税
に
つ
い
て
も
、
什
民
税
、

固
定
資
庄
税
、
自
動
車
税
等
の
特
例
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
諜
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

新
宮
税
務
署

6
0
7
3
5
_
2
2
—

5
2
6

ー

串
本
町
役
場
税
務
課

60735

—

62

—

0586 

（
直
通
）

同
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
叉＼
w
w
w
.nta.g
o.jp

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、
自

治
体
を
通
じ
て
の
被
災
者
へ
の
義
援
令

は
「
ふ
る
さ
と
寄
附
令
」
と
し
て
税
額

の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
亦
ー

a
 

被
災
さ
れ
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ま
に
、

避
難
前
に
お
仕
ま
い
に
な
っ
て
い
た
市

町
村
へ
現
在
の
所
在
地
、
連
絡
先
な
ど

を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

連
絡
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
双
葉
郡
に
お
住
ま
い
に
な
っ

て
い
た
皆
さ
ま
は

7

福
島
限
被
災
者
情

報
集
約
・
双
染
郡
支
援
セ
ン
タ
ー
』

へ

至
急
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
避
難
所
へ
人
所
さ
れ
て
い
る

方
の
佑
報
に
つ
い
て
も
「
福
島
県
被

災
名
佑
報
集
約
・
杖
葉
郡
支
援
セ
ン

タ
ー
』
に
お
間
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

H
募

集

ふ
'i} 

広報くしもと 2011.6

頭
歌
圃
漂

・
出
本
町
内
在
仕
で
、
平
成
23
年
7

月

I
n現
在
20
歳
以
じ

65
歳
木
泌

の
方

•
水
泳
に
堪
能
な
方

※
採
用
時
、
平
成
23
年
中
に
救
命
講
習

を
受
講
さ
れ
て
い
な
い

h
は
、
採
用

後
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
方
法

面
按
試
験
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

マ
試
験
日
・
場
所

平
成
23
年
6
月
17
日
（
金
）

串
本
町
役
場
本
庁
舎
別
館
4
階
会
議

室※
時
間
等
、
詳
細
は
送
付
す
る
実
施
案

内
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
・
受
付
期
間

平
成
23
年
6
月
1
0
日
（
金
）
午
後
5

時
ま
で
に
履
府
書
（
市
販
の
履
歴
書
）
、

完
納
証
明
（
過
去
5
年
分
）
を
串
本
町

連絡先

串本町役場本庁舎

(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎
(TEL 7 2-0 0 8 1) 

本 病院
(TEL62-0635) 

座川病院

(TEL 72-0280) 

校教育課
(TEL 72-001 7) 

涯学習課

(TEL62-0006) 

本町図書館

(TEL62-4653) 

健センター
(TEL 6 2 -6 2 0 6) 

町内放送案内

（フリーダイヤル 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス
http://www.town.kushimoto.wakayama.」pi

串本町メールアドレス（代表）
kikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串

保

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 

お
知
ら
せ
＆
行
事

広報くしもと 2011.6 ，1 ⑳ 



6]国国国ロロロ
日曜 行車内容（時間） 場 所 主世課等

l水 人権擁護委目の日 串本町文化センター 住 民 課

人権行政相談 串本町役場古座分庁舎

(13 30-15 30) 

1水 租歌山興 串本町立体育館 生涯学習課

I 芙術家協会展串本展

5 El (10 00-17 DD) 

9木 人権行政相談 串本町役場古座分庁舎 住 民 課

(13 30~ 15 30) 

16木 行政柑談 古座 裡祉センター 住 民 課

(13 30-15 30) 

23木 人権行政相談 姫老人憩の家 住民課

(13 30-15 30) 

今年の火災・救急件数
- 4月30日現在一

火災件数

建物 0件

林野 0件

その他 1件

合計 1件

救急件数

交通 36件

急病 305件

その他 114件

合計 455件

火災のない住みよい豊かな町づくり

下記の方々より、串本町ふるさとのまちづ

くり応援基金に対し、寄付をいただきました。

ご厚泣に深く感謝申し上げますとともに、

いただきました寄付は有効に活用させていた

だきます。

〇和歌山県和歌山市在住

0東京都町田市在住

直）Il

中

典冶様

秀康様

▼
対
象
者

•
生
活
促
護
を
受
け
て
い
る
方

(40
歳
以
上
）

・
ん
記
以
外
の

10
歳
以
上
で
保
険

の
切
り
替
え
等
で
特
定
健
診
の
対

象
外
の

h

※
受
診
対
象
者
か
ど
う
か
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
健
診
日
程

6
月

5
n、
12n、
1
5
日
、

19
日、

26n、
7
月
3
H
、

24n、
8
月
21

H
、
2
8
H
、
9
月
1
H
、
1
1
H

▼
健
診
場
所

促
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
己
負
担
金

5
0
0
円

（
生
活
保
護
の

h
は
無
料
）

▼

内

容

・
基
本
の
健
診

f
ど
も
手
当
は
当
初
平
成
22
年
度

の
み
の
制
度
で
し
た
が
、
改
正
に
よ

り
平
成
23
年
9
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
叶
年
6
月
に
実

施
し
た
現
況
届
の
提
出
が
、
平
成
23

年
度
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た

10
月
以
降
に
阿
様
の
届
出
・

福
島
県
被
災
者
情
報
集
約
・
双
葉

郡
支
援
セ
ン
タ
ー

6
0
1
2
0
_
0
0
6
_
8
6
5
 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
受
付
時
間

午
前
8
時
か
ら
午
後
10
時

間
診
・
医
師
に
よ
る
診
察
・
身

体
計
測
・
腹
囲
測
定
・
血
圧
測

定
・
検
尿
・
血
液
検
査

(11
項

目）
・
詳
細
な
健
診

心
電
図
検
査
・
貧
血
検
杏
（
仝

貝）

※
そ
の
他
左
記
検
在
に
つ
い
て
同
時

受
付
を
し
ま
す
。

•
前
立
腺
が
ん
検
杏

(55
ー
74
歳
ま
で
の
男
性
）

.nt炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
今
年
度

40
歳
に
な
る
方
及
び

40
歳
以
上
で

RT炎
検
査
を
今
ま
で
受
け
て
い
な

ぃ
h
)

▼
申
し
込
み
•
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

60735

—

62

—

6206 

コ
し

”
叫

［広告］ 町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

『水這週間』
6月1日（水）～6月7日（火）は水遵週間です。

おいしいね
この水未来に

いつまでも
渇水や水霜要か増え、水か不足する特期てす。

節水を心かけましょう！

水道事業は皆さまの水道料金で蓬営されてい

ます。

水遵料金は便利て雅実な□座振替て。

一串本町水道課一

申
請
等
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
あ
り

ま
す
が
、
詳
細
が
決
定
次
第
、
広
報

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
現
況
届
と
は
、
例
年
5
月
下
旬
に
送

付
し
、
当
該
年
6
月
1
日
時
点
の
家

族
状
況
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
た
書

類
の
こ
と
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

出
本
町
役
場
保
健
福
祉
課

（
子
ど
も
手
当
係
）

6
0
7
3
5
1
6
2
_
0
5
6
2
 

田

今
月
の
納
税

ァ

税

目

0
町
県
民
税

(
1
期）

0
国
民
健
康
保
険
税

(
3
期）

0
介
護
保
険
料

(
3
期）

▼
納
期
限

6
月
30
日
（
木
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

払
律
に
よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延

滞
金
が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お

早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

60735

—

62

—

0586 

（
直
通
）

表
紙
に
も
掲
載
し
た
古
叱
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
人
竹
戦
。
皆
さ
ん
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
し
た
。

昼
食
中
に
何
人
か
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
ロ
コ
ミ
で
の
「
命
わ

れ
た
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
糸
晴

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
っ
て
こ
う
し
て
盛
り
|
が
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。
ゴ
ミ
も
年
々
減
っ
て

い
る
よ
う
で
す
し
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
当

H
は
天
候
に
忠
ま
れ
て
、
取
材
が
終
わ
っ
た
頃

に
は
私
の
顔
も
赤

<
n焼
け
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
表
悟

を
見
て
い
た
ら
、
自
分
の
子
ど

も
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た

時
に
家
族
で
参
加
し
た
く
な
り

ま
し
た
。

(
M
)

r 呻-疇- -l
槌＠匝匝痣◎⑱て

任期満了による巾本町農業委員会委員一般選挙を 7月10日に執行します。

選裕管理委貝会では、下記のとおりす候補予定者品明会を開催いたしますので、す候補を予定

されている力はご出席ください。

時：平成23年6月10日（金） 午前10時00分～

所：串本町役場本庁舎別館4階会議室

※立似補予定者滋明会または此業委員会委員一般選挙についてご質間のある力は、串本町選挙管

理委員会（匹 0735-62-0555)までお問い合わせください。

日

場

⑮広報くしもと 2011.6 広報くしもと 2011.6 ⑭ 
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豪華クルーザ一体験クルージング

串本近海でカジキ釣りを競う J.G.F.A．ビルフィッシュ

トーナメント in串本が今年も開催されます。

7月10日（日）、串本港ビルフィッシュ大会本部前を発着点

とし、豪華クルーザーによる体験クルージングを開催します。

2011.7.10（日） 午前9:00～午前10:00

集合場所：串本漁港

募集人数： 50名

※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。

応募方法：往復はがきに住所・氏名・電話番号をこ記入のうえ、

串本町観光協会までお申し込みください。

※1枚のはがきで 3名まで申し込めます。

大会本部付近

参加者募集。

［ お問い合わせ・申込み ］ 申込締切日 6月24日（金） 必着。 1 
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〒649-3503 串本町串本33 
TEL 0735-62-3 l 71 

串本町観光協会

＜串本町防災行政無線放送電話案内サービス電話番号＞
天候の具合で町内放送が聞き取りにくい時や、「もう一度放送を聞きたい」といった経験はありませんか？そん

なときは、この番号に電話をかけてみてください。町内放送の内容を聞くことができます。（通話料は無料です）

合 0120-928-649
【広告】町収入の一部とするにめ有料広告を掲載しています。

古座町役場


